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岩手県環境生活部若者女性協働推進室長    

 

 

いわて男女共同参画プランにおける主要指標の一部変更について 

本県の男女共同参画の推進につきましては、日頃から格別の御高配を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、いわて男女共同参画プランの主要指標は、いわて県民計画（2019～2028）第１期ア

クションプラン「政策推進プラン（2019～2022 年度）」（以下「政策推進プラン」という。）

の指標と整合性を図っているところですが、県では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏

まえ、本年３月に政策推進プランの指標の見直しを行ったところです。 

これに伴い、いわて男女共同参画プランにおいて、政策推進プランとの整合性を図るため、

対応する指標を変更したいので、本変更に対し御意見がある場合には、下記により御提出く

ださいますようお願いいたします。 

記 

１ 変更する主要指標数 

  １指標 

 

２ 変更内容 

  別紙のとおり 

 

３ 御意見について 

  変更内容について御意見がある場合は、任意様式によりメール・FAX・郵送のいずれかにて、

令和４年５月６日（金）までに当室担当まで御提出をお願いします。 

 

 

 

【担当】若者女性協働推進室 中野 
 TEL：019-629-5348 FAX：019-629-5354 
 E-mail：AC0006@pref.iwate.jp 

資料 1（添付資料） 



別紙 

１ 政策推進プランでの変更に対応して変更する主要指標（１指標）  

変更前 変更後 

主要指標一覧 

Ⅳ 多様な困難を抱えた女性への支援と女性の健康支援 

２ 困難を抱えた女性への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要指標一覧 

Ⅳ 多様な困難を抱えた女性への支援と女性の健康支援 

２ 困難を抱えた女性への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【政策推進プランで指標を変更した理由】 

令和２年度の生活困窮者自立支援制度のプラン作成数は、令和元年度に比べ 119.1％と着実に増加したものの、新型コロナウイルス感染

症の影響による経済状況の悪化により、プラン作成までは行わず、生活福祉資金など他機関へのつなぎで迅速な対応を行った新規相談件数

が大幅に増加したため、プラン作成割合の増に結びつかなかったもの。（R２指標実績：本県 18.1％、全国：17.7％） 

こうした新型コロナウイルス感染症の影響は、長期化が見込まれており、現行の指標では、生活困窮者に対するプラン作成等の自立支援

の取組を評価することが困難となってきていることから、国が定める指標に準じて、人口 10 万人当たりのプラン作成件数に置き換えて評

価することとしたもの。 

   

２ いわて男女共同参画プランにおいて主要指標を変更する理由 

  政策推進プランとの整合性を図るため変更を行うもの。 

計画

目標値

Ｒ元 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
(2019) (2021) (2022) (2023) (2024) (2025)

生活困窮者自
立支援制度新
規相談件数の
うちプランを
作成した割合

［保健福祉部］

指　標
単
位

現状
値

年度目標値
目標値設定の

考え方

H29年実績は28.3％と
全国平均の31.0%を下
回 っ て い るこ とか
ら、R4年までに全国
平均以上の32％とす
る こ と を 目指 しま
す。

％ 26.0 32.0 32.0 32.0 32.0 32.0

計画

目標値

Ｒ元 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
(2019) (2021) (2022) (2023) (2024) (2025)

人口 10万人当
たりの生活困
窮者自立支援
制度のプラン
作成件数

［保健福祉部］

7.0 7.4

令和３年度は、４～
７月のプラン作成件
数（件/月）が前年度
と比較して106.9％と
な っ て い るこ とか
ら、毎年度この伸び
率を維持することを
目指します。

指　標
単
位

現状
値

年度目標値
目標値設定の

考え方

件
②
5.5 5.8 6.2 6.6


